
DXの本質的な 
価値とは何だろう？?

情報を共有することが大切なのに縦割り組織が邪魔をしている

日本はなぜデジタル後進国になったのでしょうか？
これは今に始まったことではなく、1990年代にパ

ソコンが普及し、インターネットの時代になった当初から、
日本はデジタル化の波に乗り切れていませんでした。18

～19世紀の産業革命に匹敵するほど大きな変革だった
にもかかわらず、この本質的な価値を正確につかんでい
た人は多くはなかったのです。
　企業や行政はデジタル化のためのシステムを導入しま
したが、それまでの自分たちの仕事のスタイルを変えるこ
とはしませんでした。縦割り組織を維持したまま業務をデ
ジタル化しても、ほとんど意味がありません。デジタル化

においては、情報を共有することに大きな価値があるか
らです。しかし、多くの場合、部署ごとに管理していた紙
の情報が、そのままパソコンの中に移り、ブラックボック
ス化しただけに終わりました。
　高度にデジタル化した現代社会では、一瞬の判断の
遅れによってビジネスチャンスを失うことは日常茶飯事。
そのため、縦割りや上意下達の旧来の組織をフラットで
風通しの良い形へと変えていくことが求められます。裏
を返すと、一人ひとりの判断や発想が試される時代に
なってきたのです。

「モノ」よりも「コト」の時代、見えない価値をデジタルで提供していく

「組織横断」という言葉がありますが、会社で働く人
たちが、情報や知見、経験値を部署の壁を越え

て共有すれば、全社的な課題や目標が見えやすくなりま
す。より多くの人で考えればそこに多様性が生まれ、新し
い発想も生まれやすくなります。紙ベースの情報と違い、デ
ジタルの情報は日々更新され、最新のデータをもとに前例
がないことを考えられます。そして、前例がないからこそ、
とにかくやってみようというチャレンジ精神も生まれます。
　日本の企業でDXによる組織・業務の変革が進まない
のは、過去の成功体験を捨てきれていないからだと言わ

れています。かつて日本経済は自動車や家電などのモノ
づくりで成長してきましたが、今はモノをどんどんつくって、
どんどん売る時代ではなくなりました。
　「モノ」に代わる価値とは何でしょう？ それは「コト（体
験）」だと言われています。例えば、美術や音楽を鑑賞し
たり、旅をしたりするのも「コト」ですし、医療や介護の
サービスを受けるのも「コト」です。
　そうした目に見えない価値をデジタルによって、スピー
ディに、フレキシブルに、そして多様性を持って提供してい
るのが、今、世界で大きく成長している会社です。

WHAT’S DX?

DX前の企業・組織 DXで期待される変化

情報のブラックボックス化 情報の見える化・共有化

縦割り組織 組織横断

前例重視 最新データ重視

慎重な判断 スピーディな決断

失敗への恐れ チャレンジ精神

モノに価値 コト（体験）に価値

KEYWORDS

DXは単なる仕事の「デジタル化」ではなく、デジタルによって
組織や業務のあり方を変える「変革」です。

具体的に何がどう変わるのか、キーとなる要素を挙げました。
風通しが良く、動きが軽快なDX後の組織は、新しい発想が芽生える土壌となります。
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